
「第４期はだの男女共同参画プラン」 推進状況（指標）

番号
基本
方針

指標名
指標の
説明

目標設定の考え方

令和元
年度
（計画
策定時
の値）

令和５
年度
（実績
値）

令和５
年度
（中間
目標
値）

令和７
年度
（目標
値）

目標値
に対する
達成度

1 １
保育所等
待機児童
数

保育所等
に入園を
希望する
児童のう
ち、定員
超過によ
り入所で
きない児
童の数

男女共同参画社会
の実現に向けて進
めるべき施策に関
する意識調査の結
果（図表19）による
と、「保育所の充実
など子育て環境の
整備」を望む回答
が最も多くなってい
る。
女性の就業機会の
増加や核家族化が
進む中、仕事と子
育てを両立し、安心
して子育てができる
環境づくりを進め
る。

9人 0人 0人 0人 100%

2 １

地域子育
て支援拠
点事業の
箇所数

地域に
「子育て支
援セン
ター」とし
て開設さ
れている
施設の数

子育てにおける不
安の解消や遊びを
通じた子どもの豊
かな情緒を育てる
目的で、親子同士
がふれあうことがで
きる場の提供ととも
に、育児について
気軽に相談できる
良好な子育て環境
づくりを進める。 8箇所 10箇所 9箇所 9箇所 100%

目標達成に向けた
今後の取り組み

教育・保育の質と
量の確保を進め、
すべての児童が
希望する教育・保
育が受けられるよ
う取り組む。

令和３年度に出
張型を２箇所開設
したことで目標値
を達成し、合計
１０箇所の子育て
支援センターを運
営している。
より身近な地域で
子育て支援の場
を提供することが
出来るよう、引き
続き、親や子ども
同士がふれあうこ
とができ、気軽に
相談できる場所を
運営していく。
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目標達成に向けた
今後の取り組み

3 １
認知症サ
ポーター
養成者数

認知症サ
ポーター
養成講座
を受講し
た人数

認知症になっても
安心して暮らせるま
ちを目指し、認知症
に対する正しい知
識と理解をもった認
知症サポーターを
養成する。

13,250人 16,023人 20,000人 24,000人 66.8%

4 １
防災講演
会等の参
加者数

防災講演
会等に参
加した人
数

自治会や自主防災
会などを対象に、
防災に関する講演
会、講習会、研修
会を開催し、地域
住民の参加者数を
増やしていくこと
で、市民の防災意
識の高揚に努め、
男女が共に協力し
合える地域防災力
の向上を図る。

3,749人 2,442人 4,110人 4,300人 56.8%

関係機関との協
力で、学校、公共
交通等に対して
講座を実施した。
新規団体への実
施が課題である。
若い世代や生活
場所に合わせ、
新しい団体への
アプローチを図
り、受講者数増を
目標とする。

新型コロナウイル
ス感染症の影響
により、多くの人
を集めた講習会
やイベントが開催
できない状況のた
め、各幼稚園へ
の出前講座等、
幅広い世代への
講習会を実施し
た。今後も、屋外
での訓練等実施
形態を工夫しなが
ら、市民の防災意
識の高揚に務
め、男女が共に
協力し合える地域
防災力の向上を
図る。
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5 ２

ふるさとハ
ローワーク
における
職業紹介
件数に対
する就職
件数の割
合

「ふるさと
ハロー
ワーク」
（公共職
業安定
所）におけ
る紹介件
数に対し、
実際に就
職した件
数の割合

働きたい人の就業
を促進することで、
仕事と家庭生活の
両立を希望する人
の支援につなが
る。

24.0% 20.7% 24.0% 24.0% 86.3%

6 ３

女性相談
室案内
カード設置
箇所数

女性用ト
イレに設
置してい
る女性相
談室案内
カードの
設置箇所
数

女性相談室案内
カードの設置場所
を拡大し、DV等へ
の理解と相談窓口
の周知を図り、暴
力を許さない環境
づくりに努める。

27箇所 35箇所 35箇所 39箇所 89.7%

7 ３

未病セン
ター健康
相談会に
おける利
用者数

県から未
病セン
ターとして
認証され
た市内３
か所のト
レーニン
グルーム
において
開催され
た、未病
に関する
健康セミ
ナーや健
康相談会
に参加し
た人数

生涯を通じた健康
の保持増進のた
め、未病改善の基
本である「食」「運
動」「社会参加」の３
つの取組を推進し、
男女共に健康寿命
の延伸につなげ
る。

182人 143人 240人 260人 55.0%

ふるさとハロー
ワークと連携し、
市でおこなってい
る求職者支援カ
ウンセリングを活
用し、求職者の就
職につなげてい
く。

令和５年度は、広
畑ふれあいプラ
ザ、なでしこ運動
広場に新たに設
置した。平成２４
年から公共施設
及び駅の公衆トイ
レ内等に設置場
所を増やしてお
り、女性相談が必
要な方に、より周
知ができるよう、
効果的な設置場
所の拡大に努め
る。

男女共に様々な
視点からの未病
改善に向けて、県
健康支援プログラ
ムを活用したセミ
ナー（健康教育）
や健康測定会を
実施する。また、
未病センターの認
知度向上のため、
各講座での周知
やチラシの配架を
行う。
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8

疾病の早
期発見・
早期治療
につなげ
るための
特定健診
の受診率

【受診率】

男女の生涯を通じ
た健康の保持増進
のため、定期的に
健康診査を受診
し、市民が自身の
健康状態を知り、そ
の結果に基づき生
活習慣の改善や適
切な指導・治療を
受けることができる
ように取組を実施
する。 33.6%

36.4%
（R5年
度法定
報告
値）

40% 40%以上 91.0%

9

疾病の早
期発見・
早期治療
につなげ
るための
特定保健
指導の利
用率

【利用率】

男女の生涯を通じ
た健康の保持増進
のため、定期的に
健康診査を受診
し、市民が自身の
健康状態を知り、そ
の結果に基づき生
活習慣の改善や適
切な指導・治療を
受けることができる
ように取組を実施
する。

14.4%

15.4%
（R5年
度法定
報告
値）

26% 26%以上 59.2%

３

特定健康
診査の受
診率及び
特定保健
指導の利
用率

特定健診を受診
されていない者
に、通知による受
診勧奨を行う。対
象者の医療機関
受診状況等を分
析し、個々の事情
にあった通知を送
付する。
また、平日に仕事
等で忙しく、医療
機関へ健診を受
診ができない者に
対して日曜日に
集団健診を実施
する。

特定保健指導に
参加されない方に
対して、利用勧奨
を電話や通知で
実施する。
また、集団健診を
実施した際に特
定保健指導対象
者にその場で初
回面接を行い、健
康意識を持ってい
ただけるようにす
る。
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10 ５

審議会等
における
女性委員
の登用率

地方自治
法に基づ
く審議会
等におけ
る女性委
員の登用
率（翌年
度４月１日
現在）

行政における重要
な政策方針決定過
程の場において、
男女の意見が偏り
なく反映されれるた
め、女性委員の登
用率の引き上げを
推進する。

26.3% 27.0% 34.5% 40.0% 67.5%

令和５年度の登
用率は、前年度
の２７．３％から
０．３％下がった。
４０％に満たない
審議会の関係部
署にヒアリングを
実施し、共通理解
を図るとともに、
登用率引き上げ
の方法を検討す
るなどの働きかけ
を行っているが、
併せて有効な方
法の検討も行って
いく。


